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１
、
研
究
に
着
手
し
た
背

景
と
研
究
内
容

　

Ｔ
浄
水
場
は
良
質
で
潤
沢

な
深
井
戸
地
下
水
と
河
川
表

流
水
を
原
水
と
す
る
浄
水
処

理
水
を
配
水
池
入
口
に
て
混

合
し
て
お
り
、
河
川
表
流
水

の
取
水
は
原
水
濁
度
が
低
い

極
限
ら
れ
た
時
間
に
行
い
、

前
塩
素
注
入
後
に
凝
集
沈

殿
、
急
速
ろ
過
処
理
を
行
っ

て
い
る
。
前
塩
素
注
入
は
原

水
水
質
に
応
じ
て
変
化
す
る

塩
素
消
費
量
を
予
測
し
、
塩

素
過
注
入
抑
制
に
努
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
。
本
研
究
で

は
塩
素
消
費
量
予
測
に
資
す

る
原
水
水
質
と
前
塩
素
消
費

量
の
関
係
性
に
つ
い
て
解
析

を
行
っ
た
。
ま
た
消
毒
副
生

成
物
の
低
減
化
等
を
目
的
と

し
て
中
間
塩
素
導
入
に
よ
る

前
塩
素
・
中
間
塩
素
併
用
で
注
入
率
低
減

少
な
い
。
そ
こ
で
実
プ
ラ
ン

ト
で
の
塩
素
消
費
反
応
を
模

し
た
ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト
に
よ

る
デ
ー
タ
収
集
を
行
っ
た
。

ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト
は
ジ
ャ
ー

テ
ス
タ
ー
を
活
用
し
、
凝
集

沈
殿
処
理
お
よ
び
塩
素
消
費

反
応
を
机
上
で
行
う
も
の
で

あ
る
。
ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト
の

有
効
性
確
認
は
、
前
塩
素
注

入
か
ら
反
応
時
間
が
短
く
有

効
な
デ
ー
タ
が
多
い
混
和
水

残
留
塩
素
と
、
混
和
池
で
の

塩
素
消
費
反
応
を
模
し
た

ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト
結
果
の
比

較
を
行
い
、
結
果
に
差
異
が

生
じ
な
い
よ
う
に
試
験
方
法

を
調
整
し
た
。
な
お
、
本
研

究
で
は
高
価
な
試
験
機
材
を

使
用
せ
ず
、
安
価
で
汎
用
性

が
高
い
機
材
の
活
用
に
主
眼

を
置
い
た
。

　

３
、
研
究
の
成
果
、
発
表

で
強
調
し
た
い
点

　

前
塩
素
注
入
か
ら
沈
殿
池

出
口
ま
で
の
塩
素
消
費
反
応

を
模
し
た
ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト

に
よ
り
、
原
水
色
度
と
塩
素

消
費
量
に
強
い
相
関
が
確
認

で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
回

帰
分
析
に
よ
る
原
水
色
度
に

対
す
る
塩
素
消
費
量
予
測
式

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
同

様
の
ビ
ー
カ
ー
テ
ス
ト
を
行

い
、
前
塩
素
注
入
と
前
塩
素

･
中
間
塩
素
併
用
注
入
と
の

塩
素
消
費
量
比
較
を
行
っ
た

結
果
、
原
水
色
度
が
高
い
ほ

ど
前
塩
素
・
中
間
塩
素
併
用

注
入
に
よ
る
塩
素
消
費
量
低

減
効
果
を
確
認
で
き
た
。
特

に
高
色
度
原
水
で
は
塩
素
消

費
量
が
２
割
程
度
低
減
し

た
。
こ
の
こ
と
は
塩
素
注
入

率
低
減
の
可
能
性
を
示
唆

し
、
消
毒
副
生
成
物
の
低
減

化
も
期
待
さ
れ
る
。

　

４
、
抱
負
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て

　

塩
素
消
費
量
と
関
係
性
が

強
い
ア
ン
モ
ニ
ア
態
窒
素
、

水
温
に
つ
い
て
デ
ー
タ
の
収

集
・
解
析
を
進
め
、
塩
素
消

費
量
予
測
式
の
精
度
向
上
と

前
塩
素
･
中
間
塩
素
併
用
注

入
に
よ
る
塩
素
消
費
量
低
減

に
貢
献
し
た
い
。

塩
素
消
費
量
の
削
減
効
果
を

調
査
し
た
。

　

２
、
研
究
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

河
川
表
流
水
取
水
は
１
日

あ
た
り
４
時
間
未
満
の
短
時

間
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
前

塩
素
注
入
か
ら
４
時
間
経
過

す
る
沈
澱
池
出
口
残
留
塩
素

の
有
効
な
デ
ー
タ
は
非
常
に

原
水
水
質
と
塩
素
消
費
量

原
水
水
質
と
塩
素
消
費
量

の
解
析
及
び
塩
素
注
入
率

の
解
析
及
び
塩
素
注
入
率

低
減
化
調
査

低
減
化
調
査
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長
谷
川 

卓
資

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

●
特
集　

水
道
研
究
発
表
会

　

浄
水
場
の
凝
集
プ
ロ
セ
ス

で
は
、
刻
々
と
変
化
す
る
原

水
水
質
に
対
し
て
フ
ロ
ッ
ク

の
凝
集
状
態
を
良
好
に
維
持

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
原
水

の
水
質
状
況
に
応
じ
た
凝
集

剤
注
入
率
の
調
整
が
必
要
で

あ
り
、
運
転
員
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
顕
微
鏡
電
気
泳
動

法
に
よ
る
ゼ
ー
タ
電
位
測
定

技
術
を
応
用
し
た
画
像
処
理

型
凝
集
セ
ン
サ
を
用
い
て
、

凝
集
剤
の
過
不
足
の
状
態
を

常
時
数
値
化
し
、
そ
の
数
値

に
基
づ
き
適
切
な
凝
集
剤
注

入
率
に
自
動
制
御
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
埼
玉
県
企

業
局
行
田
浄
水
場
内
で
約
２

年
間
の
実
証
試
験
を
行
い
、

年
間
を
通
じ
た
原
水
の
水
質

変
動
に
対
す
る
本
シ
ス
テ
ム

の
適
応
性
、
な
ら
び
に
平
常

時
だ
け
で
な
く
高
濁
時
に
お

い
て
も
処
理
水
質
を
維
持
で

き
る
凝
集
剤
注
入
率
の
自
動

制
御
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
済
み
で
あ
る
。

　

今
回
の
発
表
で
は
、
高
濁

度
時
に
お
け
る
原
水
中
の
微

細
な
濁
質
粒
子
の
影
響
に
対

す
る
本
シ
ス
テ
ム
の
適
応
性

を
評
価
し
、
同
じ
原
水
濁
度

で
あ
っ
て
も
濁
質
粒
子
の
粒

径
分
布
の
変
化
に
応
じ
た
凝

集
剤
注
入
率
の
自
動
調
整
が

可
能
で
あ
る
こ
と
を
報
告
し

た
。
特
に
、
高
濁
度
時
の
濁

度
下
降
期
に
お
い
て
、
微
細

高
濁
度
時
の
運
転
員
の
負
担
軽
減

画
像
処
理
型
凝
集
セ
ン
サ
に

画
像
処
理
型
凝
集
セ
ン
サ
に

よ
る
水
質
制
御
シ
ス
テ
ム　

よ
る
水
質
制
御
シ
ス
テ
ム　

―
原
水
中
濁
質
粒
子
の
粒
径

―
原
水
中
濁
質
粒
子
の
粒
径

分
布
の
影
響
―

分
布
の
影
響
―

４-30

有
村 

良
一

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ

な
濁
質
粒
子
が
原
水
に
残
る

こ
と
を
考
慮
し
、
原
水
濁
度

の
低
下
だ
け
で
な
く
フ
ロ
ッ

ク
形
成
や
処
理
濁
度
を
確
認

し
な
が
ら
運
転
員
が
凝
集
剤

注
入
率
を
調
整
し
て
い
る
操

作
と
、
同
様
の
制
御
動
作
と

な
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
運

転
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
見
込
み
を
得
た
。

　

今
後
は
、
凝
集
剤
注
入
率

だ
け
で
は
な
く
凝
集
沈
澱
―

急
速
ろ
過
シ
ス
テ
ム
全
体
を

通
し
た
運
転
コ
ス
ト
の
最
適

化
を
実
現
す
る
自
動
制
御
の

構
築
を
目
指
し
、
運
転
員
の

さ
ら
な
る
負
担
軽
減
と
コ
ス

ト
低
減
を
図
る
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
い
き
た
い
。

画像処理型凝集センサの監視画面の一例

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背

景
と
研
究
内
容

　

兵
庫
県
佐
用
町
奥
海
浄
水

場
は
地
下
水
を
水
源
と
し
て

膜
ろ
過
と
除
マ
ン
ガ
ン
処
理

で
給
水
し
て
い
た
が
、
夏
季

や
降
雨
時
に
ト
リ
ク
ロ
ロ
酢

酸
（
以
下
、
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
）
濃

長
期
運
用
で
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
低
減
効
果
を
確
認

消
毒
用
の
次
亜
塩
素
酸
ナ
ト

リ
ウ
ム
注
入
率
を
約
30
％
削

減
で
き
た
こ
と
、
膜
ろ
過
水

の
色
度
と
水
温
を
用
い
た
Ｔ

Ｃ
Ａ
Ａ
予
測
式
を
導
出
で
き

た
こ
と
、
と
い
っ
た
結
果
を

得
た
。

　

本
研
究
で
は
、
令
和
３
年

度
の
調
査
を
通
じ
、
樹
脂
の

通
水
倍
率
を
よ
り
高
め
て
使

用
し
た
場
合
の
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
低

減
効
果
を
確
認
し
た
。
Ｔ
Ｃ

Ａ
Ａ
の
低
減
効
果
は
、
膜
ろ

過
水
に
塩
素
を
添
加
し
て
72

時
間
後
に
生
成
し
た
Ｔ
Ｃ
Ａ

Ａ（
以
下
、72 

Hr
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
）

か
ら
評
価
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
降
雨
等
に
よ

り
原
水
色
度
が
高
ま
っ
た
場

合
は
72 

Hr
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
も
上
昇

し
た
が
、
そ
れ
以
外
で
は
水

道
水
質
基
準
値
の
約
40
％
以

下
で
概
ね
推
移
し
て
お
り
、

通
水
倍
率
を
高
め
た
運
転
で

も
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
低
減
効
果
を
確

認
で
き
た
。
ま
た
、
Ｔ
Ｃ
Ａ

Ａ
予
測
式
は
令
和
３
年
度
の

調
査
デ
ー
タ
を
用
い
る
こ
と

で
予
測
精
度
が
よ
り
向
上

し
、
さ
ら
に
原
水
色
度
か
ら

も
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
を
予
測
で
き

た
。

　

２
、
研
究
に
あ
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

特
に
留
意
し
た
点
と
し

て
、
本
研
究
で
は
原
水
色
度

か
ら
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
を
予
測
す
る

方
法
の
検
討
が
挙
げ
ら
れ

る
。
本
浄
水
場
で
は
原
水
の

色
度
や
濁
度
を
日
常
管
理
し

て
お
り
、
そ
う
い
っ
た
原
水

性
状
か
ら
で
も
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
濃

度
を
推
定
す
る
方
法
を
見
出

す
こ
と
で
、
日
常
の
点
検
項

目
を
基
に
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
濃
度
を

迅
速
に
把
握
で
き
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

３
、
研
究
の
成
果
、
発
表

で
強
調
し
た
い
点

　

特
に
強
調
し
た
い
点
と
し

て
、
樹
脂
を
長
期
間
に
わ

た
っ
て
運
用
し
た
場
合
の
Ｔ

Ｃ
Ａ
Ａ
低
減
効
果
を
確
認
で

き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
樹
脂
を
追
加
あ
る
い

は
交
換
す
る
間
隔
を
従
来
の

運
用
よ
り
も
延
長
で
き
る
可

能
性
が
示
唆
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
浄
水
場
で
使
用
す

る
樹
脂
量
を
削
減
で
き
、
運

転
コ
ス
ト
の
低
減
に
つ
な
が

る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

４
、
抱
負
や
今
後
の
展
開

に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
３
年
間
に
わ
た

り
実
施
し
て
き
た
本
浄
水
場

の
調
査
を
通
じ
て
、
樹
脂
処

理
に
よ
る
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ａ
低
減
効

果
や
設
備
運
用
の
効
率
化
等

に
関
す
る
成
果
を
得
た
。
本

研
究
の
成
果
が
、
ハ
ロ
酢
酸

対
策
の
強
化
を
同
様
に
検
討

し
て
い
る
他
事
業
体
へ
の
樹

脂
処
理
導
入
の
端
緒
と
な
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

度
が
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
た
め
、
対
策
と
し
て
帯
磁

性
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
処
理

（
以
下
、
樹
脂
処
理
）
設
備

を
令
和
元
年
に
導
入
し
た
。

本
設
備
は
膜
ろ
過
の
前
段
に

導
入
、
夏
季
の
期
間
運
転
と

し
、
樹
脂
に
対
す
る
原
水
の

通
水
倍
率
が
所
定
値
に
達
し

た
時
点
で
樹
脂
を
追
加
あ
る

い
は
交
換
す
る
運
用
と
し
て

い
る
。
令
和
２
年
度
ま
で
の

調
査
で
は
、
浄
水
中
の
Ｔ
Ｃ

Ａ
Ａ
は
水
道
水
質
基
準
値
の

約
30
～
40
％
で
推
移
し
た
こ

と
、
樹
脂
処
理
導
入
に
よ
り

ハ
ロ
酢
酸
低
減
を
目
的
と

ハ
ロ
酢
酸
低
減
を
目
的
と

し
た
帯
磁
性
イ
オ
ン
交
換

し
た
帯
磁
性
イ
オ
ン
交
換

樹
脂
処
理
設
備
の
運
用

樹
脂
処
理
設
備
の
運
用

４―60

本
間　

司

前
澤
工
業

　

１
、
研
究
に
着
手
し
た
背

景
と
研
究
内
容

　

水
道
用
ろ
過
砂
の
現
状
と

逆
洗
時
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を
抑
制

ク
ル
の
短
縮
等
、
様
々
な
課

題
が
生
じ
て
い
る
。
本
試
験

で
は
、
急
速
ろ
過
池
で
一
般

的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
ろ
過

砂
の
有
効
径
よ
り
も
小
さ
い

０
・
５
㍉
径
を
用
い
て
カ
ラ

ム
ろ
過
試
験
を
行
い
、
効
率

化
や
省
エ
ネ
へ
の
取
り
組
み

に
繋
げ
る
こ
と
へ
の
可
能
性

を
調
査
し
た
。

　

２
、
研
究
に
当
た
っ
て
特

に
留
意
し
た
こ
と

　

カ
ラ
ム
ろ
過
試
験
を
実
施

す
る
際
に
、
過
去
の
試
験
で

は
ポ
ン
プ
を
一
定
に
動
か
し

て
い
て
も
流
速
が
安
定
し
な

い
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。

そ
の
原
因
が
原
水
槽
の
水
位

の
変
化
で
は
な
い
か
と
考

え
、
今
回
の
試
験
か
ら
は
、

原
水
槽
の
水
位
を
一
定
に
保

て
る
よ
う
装
置
を
工
夫
し
た

と
こ
ろ
、
ほ
ぼ
一
定
の
流
速

を
保
ち
な
が
ら
試
験
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

３
、
研
究
の
成
果
、
発
表

で
強
調
し
た
い
点

　

０
・
５
㍉
と
０
・
６
㍉
径

の
ろ
過
砂
で
試
験
し
た
処
理

水
濁
度
は
、
同
程
度
（
０
・

１
度
以
下
）
で
あ
っ
た
。
凝

集
沈
澱
＋
急
速
ろ
過
の
条
件

で
は
、
小
粒
径
側
の
洗
浄
水

量
の
減
少
に
よ
り
、
回
収
率

が
増
加
し
た
。
ポ
ン
プ
を
用

い
て
逆
流
洗
浄
を
行
う
と
仮

定
し
た
場
合
に
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
を
抑
え
ら
れ
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ

る
。
原
水
濁
度
・
濁
質
の
種

類
や
ろ
層
構
成
等
の
条
件
に

よ
っ
て
は
、
小
粒
径
を
使
用

す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
。

　

４
、
抱
負
や
今
後
の
展
開

な
ど
に
つ
い
て

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
原

水
に
つ
い
て
は
原
水
濁
度
や

原
水
の
種
類
（
異
な
る
濁
質

や
実
原
水
を
用
い
る
）
を
変

更
し
、
ろ
層
構
成
に
つ
い
て

は
単
層
と
複
層
の
比
較
や
ろ

過
砂
の
充
填
高
の
変
更
な
ど

様
々
な
条
件
で
試
験
を
行

う
。
効
率
的
な
浄
水
処
理
や

省
エ
ネ
に
寄
与
で
き
る
０
・

５
㍉
ろ
過
砂
の
最
適
条
件
の

導
出
を
目
指
し
、
お
客
様
に

と
っ
て
よ
り
良
い
も
の
を
提

案
で
き
る
よ
う
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

し
て
、
阻
止
率
、
ろ
過
継
続

時
間
、
逆
流
洗
浄
速
度
及
び

広
範
な
原
水
水
質
へ
の
対
応

等
の
観
点
か
ら
、
有
効
径

０
・
６
㍉
～
０
・
７
㍉
の
ろ

過
砂
が
浄
水
場
で
一
般
的
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、

原
水
水
質
の
急
激
な
変
動
に

よ
り
、
ろ
過
池
に
か
か
る
負

荷
が
増
大
し
、
逆
流
洗
浄
回

数
の
増
加
や
更
生
工
事
サ
イ

急
速
ろ
過
用
小
粒
径
ろ
過

急
速
ろ
過
用
小
粒
径
ろ
過

砂
の
適
用
可
能
性
調
査

砂
の
適
用
可
能
性
調
査
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ビーカーテスト

ビーカーテストによる原水色度に対する４時間後塩素消
費量分析
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２０２２年（令和４年）１１月２８日（月曜日）


